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・ 秋田県は東北地方の日本海側に位置し、北に白神山地、東には奥羽山脈が南北に延び、

その西側（県中央部）に出羽山地があり、南側には鳥海山があります。

三方を山々に囲まれているため、北を流れる米代川、県南部から北西に流れ日本海に注

ぐ雄物川、子吉川の下流には広大で肥沃な平野が広がり、東北地方有数の穀倉地帯となっ

ています。

・ 農業では、園芸メガ団地や大規模畜産団地を核とした生産基盤の強化が図られ、ねぎや
しいたけ等の日本一を目指す産地づくりが進展したほか、全国的な米価上昇の影響もあっ
たが、サキホコレや秋田牛のブランド確立が進んだことから、令和６年農業産出額の増加
率が全国トップとなりました。

・ 林業では、スギ人工林が利用期を迎える中、大型製材工場の進出により木材の加工・流
通体制が強化され、県産材の販路拡大・再造林の促進により資源の循環利用が拡大してい
ます。

・ 水産業では、海洋環境の変化に対応して、サーモンなどの蓄養殖が事業化されるととも
に漁師直売など販売力の強化に向けた取組が進展してきています。

は じ め に
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２

デ ー タ で 見 る 秋 田 県 の 農 林 水 産 業

資料：農林業センサス

15～19歳

20～24

25～29

30～34

35～39

40～44

45～49

50～54

55～59

60～64

65～69

70～74

75～79

80～84

85歳以上

8,000 6,000 4,000  2,000          0          0        2,000 4,000 6,000   8,000

令和７年令和２年

〇 基幹的農業従事者数
単位：人

2
2

全国順位

145,600 ha 6

127,700 ha 3

17,800 ha 23

普通畑 11,900 ha 20

樹園地 2,040 ha 35

牧草地 3,890 ha 8

21,729 経営体 17

874 経営体 9

28,359 戸 23

20,659 戸 17

資料：令和６年耕地面積（7月15日現在)

           2025年農林業センサス（令和7年2月1日現在)

秋田県区分

耕地面積

田

畑

法人経営体

総農家数

販売農家

農業経営体数

農 業

全国順位

831,845 ha 6

370,353 ha 4

461,492 ha 11

710 経営体 11

125 経営体 7

157.0 億円 9

119.8 億円 6

36.7 億円 19

資料：2025年農林業センサス（令和7年2月1日現在)

           令和６年林業産出額

林業経営体数

法人経営体

秋田県

林野面積

国有林

民有林

区分

栽培きのこ類

林業産出額

木材生産

林 業

全国順位

613 隻 33

263 隻 38

476 経営体 34

630 人 38

606 人 38

24 人 34

24.8 億円 38

資料：2023年漁業センサス（令和5年2月1日現在)

           令和６年漁業産出額

海面漁業・養殖業産出額

動力漁船

海面漁業漁船隻数

秋田県区分

海面漁業経営体数

女

男

海面漁業就業者数

水産業
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山 形
2,441億円

17%

資料：「令和６年生産農業所得統計」

注： 割合については、表示単位未満を四捨五入し
 ているため、合計値と内訳の計が一致しない。 

農業産出額（全国、東北、秋田県）（令和６年）

青森

4,119 

22%

岩手

3,269 

18%

山形

3,025 

16%

福島

2,874 

16%

秋田

2,572 

14%

宮城

2,494 

14%

令和６年農業産出額（東北地域県別）

東北
18,354億円

100％

米

1,652 

64%

野菜

322

12%

豚

245

10%

鶏

104

4%

果実

98

4%

肉用牛

57

2%

その他

94

4%

令和６年部門別農業産出額（秋田県）

秋田県
2,572億円

100％

関東・東山

23,745 

22%

九州

20,445 

19%

東北

18,354 

17%

北海道

14,817 

14%

東海

8,618 

8%

中国

5,858 

5%

近畿

5,661 

5%

四国

4,649 

4%

北陸

5,145 

5%
沖縄

909 

1%

令和６年農業産出額（全国農業地域別）

全国
108,200億円

100％
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４資料：「令和５年市町村別農業産出額（推計）」

１位部門 ２位部門 ３位部門

 野菜   5

 果実   5

 肉用牛 ５

 豚      ３

 豆類  ２

 いも類 １

 花き  １

 乳用牛 １

 鶏　 １

 その他の

 畜産物 １

 野菜   20

 米　　３

 鶏　　１

 肉用牛 1

 米  22

 豚   ２

 鶏   １

秋田県内市町村の農業産出額上位部門の分布状況
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農業産出額

全国16位
2,572億円

米

全国3位
（産出額）
1,652億円

大豆

全国3位
（産出額）

14億円

りんどう

全国3位
（産出額）

5億円

りんご

全国5位
（産出額）

64億円

ねぎ

全国8位
（生産量）
14,400ｔ

えだまめ

全国5位
（生産量）

4,050ｔ

メロン

全国9位
（生産量）

3,210ｔ

うど

全国3位
（生産量）

104ｔ

せり

全国4位
（生産量）

92ｔ

５

資料：「令和６年生産農業所得統計」 
「令和６年産野菜生産出荷統計」
「令和４年産地域特産野菜生産状況」

秋田県の農業産出額及び生産量の全国上位農産物

5資料：写真は、農林水産省HPまたは使用権フリー素材から引用



６

   たまねぎ えだまめ   メロン       日本なし

ぶどう        きいちご         肉用牛             ダリア

はたはた  あまだい     ふぐ わかさぎ

リンドウ    キク               バラ  トルコギキョウ   比内地鶏

肉用牛             ハタハタ                タラ            アワビ             イワガキ

みょうが ミニトマト    うど     じゅんさい

メロン ねぎ   まいたけ  ねまがりたけ

資料：秋田県公式ウエブサイト「食の宝庫あきた」等を基に秋田県拠点で作成。
写真は、農林水産省HPまたは使用権フリー素材から引用。

ギバサ  はたはた あまだい  あわび

山本地域

秋田地域

由利地域

北秋田地域
きゅうり        やまのいも      にんにく    アスパラガス  とんぶり

ねまがりたけ       りんご            日本なし   比内地鶏

      きゅうり        トマト       しぼり大根鹿角地域

りんご      もも               ゆり

ねまがりたけ        肉用牛              豚

きゅうり              トマト    アスパラガス ほうれんそう  えだまめ 

仙北地域

ダリア  りんどう  くり         比内地鶏                 鶏卵

平鹿地域
    すいか  きゅうり  トマト  アスパラガス ほうれんそう

えだまめ さといも ホップ  にんじん  しいたけ

りんご  ぶどう     おうとう   もも

雄勝地域
きゅうり  すいか       トマト        オクラ  せり

 りんご    ぶどう      おうとう     いちご      肉用牛

アスパラガス  ミニトマト   キャベツ         ねまがりたけ        いちじく

 りんどう  きく            ばら            トルコギキョウ   比内地鶏

 肉用牛 はたはた たら           あわび 岩がき

秋 田 県 内 各 地 域 の 主 な 農 林 水 産 物

6



７

サキホコレのあゆみ
「コシヒカリを超える極良食味品種」をコンセプトに開発（育種）がスタート

・2010年(平成22年)

秋田県農業試験場で交配開始

・2019年(平成31年)

「秋系821」が「秋田米新品種デビュー推進会議」で新品種候補に正式決定

・2020年（令和２年）

国内外から応募総数25万893件の中から「サキホコレ」が決定

・2022年（令和４年）

作付面積733haで本格栽培を開始し、10月から本格販売を開始

・2025年（令和７年）

令和7年産の作付面積は当初目標（3,200ha）を下回るも1,756haも作付け

・デザイナー原研哉氏デザインのパッケージ
・写真は秋田米ブランド推進チームより提供

NAMAHAGEダリア
秋田の民俗行事「ナマハゲ」の名を持つこのダリアは、秋田国

際ダリア園と秋田県が共同開発した「秋田県オリジナルダリア」
です。

• 名前の由来は、「秋田を連想させ」「ダリアに負けないインパ

クトがあり」「一度聞いたら忘れられない」名前との思いから

考案された。

• 2012年(平成24年)デビュー以降、現在（2025年）まで44品種

が開発され、開発年ごとに「〇期生」として発表され最新の品

種は14期生となる。

• 毎年、東京大田市場で行う人気投票をもとに選抜されており、

常に時代のニーズに沿った品種が市場に投入される。
・秋田国際ダリア園の風景
・写真は秋田県拠点職員撮影

・「NAMAHAGEトゥンク」
（第14期生、2025年）

・写真は㈱秋田国際ダリア園提供

秋田県のトップブランド・戦略ブランド
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１．稲庭（いなにわ）うどん

➢ 日本三大うどんの一つと言われており、秋田のめん文化を

語るうえで頂点に位置する存在

➢ 細く、強いコシとなめらかな喉ごしが特徴

➢ 冷やしで食べることが多いが、温でも風味が活きる

➢ 江戸時代中期が起源とされ、

秋田藩主や幕府への献上品

として扱われた

➢ 令和６年２月１日にGI登録

を申請

・写真は秋田県稲庭うどん協同組合

より提供

デザイナー原研哉氏デザイン
のパッケージ

２．横手焼きそば

➢ 戦後の食糧難の中で、安価で腹持ちのいい、家庭料理と 

して定着、地域のソウルフード的存在

➢ 太めの麺に甘めのソース、目玉焼きをのせ、福神漬けを

添えるのが特徴

➢ 平成18年開催の第１回Ｂｰ１グランプリで準優勝、平成

21年第４回大会でゴール

ドグランプリを獲得し、

全国ブランドに成長。

ご当地グルメブームを

象徴する成功例となる

・写真は飲食店の許可を得て

掲載

「NAMAHAGEダリア」シリーズ
ネーミングは「トゥンク」

３．西馬音内（にしもない）そば

➢ 西馬音内盆踊りと並ぶ、地域文化の象徴という位置づけ

➢ つなぎに布海苔を使うのが特徴で、食感は強いコシとつる

りとしたのど越し

➢ 冬でも冷たいつゆをかけた「冷がけ」が定番

➢ 地元評価は高いものの外への発信が控えめ（苦手）

➢

➢ ・写真は羽後町みらい産業交流課

➢   より提供

４．ほかにも

 しょっつる焼きそば【男鹿市】

はたはた等を原料にした魚醤の香りと旨みが特徴

 十文字ラーメン【横手市】

煮干しだし汁が主役であっさりと毎日でも食べられる味

 比内地鶏ラーメン【鹿角市・北秋田市】

きりたんぽ鍋などの地鶏文化から発生したご当地ラーメン

（一口メモ）秋田の「めん」と言ったら・・・

８8
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秋 田 県 の 農 林 水 産 業 に お け る 環 境 負 荷 低 減 の 取 組

・みどり認定者数 ・有機JAS認証ほ場面積 ・特別栽培の作付面積 ・J-クレジット取組面積 ・学校給食での活用状況

・みどり認定制度 ・国による支援措置 ・産、学、官の連携 ・技術指導、研修、人材育成

有機農業の推進

有機JAS認証取得支援

有機米の面的拡大・共同出荷

特別栽培の拡大

化学肥料・農薬を50％削減

ブランド米（サキホコレ等）への展開

スマート農業

自動操舵農機

データに基づく施肥・防除

国（農林水産省）
みどりの食料システム戦略 基本計画の目標達成に向けた具体的行動

秋田県と25市町村で共同策定

秋田県みどりの食料システムアクションプラン
～環境にやさしくかつ稼げる秋田農業～

温室効果ガス削減

水稲の中干し期間延長

J-クレジット制度の活用

資源循環型農業

もみ殻燻炭（炭素固定＋土壌改良）

食品残さ堆肥化・再利用

バイオマス活用

もみ殻、農業副産物のエネルギー化

学校給食での活用

有機、環境配慮農産物

食育、環境教育と連動

見える化、ブランド化

環境負荷低減の表示

消費者理解の促進

需要創出

公共調達

地産地消の拡大

生産分野 環境・脱炭素分野 流通・消費分野

秋田県環境負荷低減事業活動促進 基本計画

支える仕組み

成果指数（KPI)
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みどり認定

〇 みどりの食料システム法に基づき、環境負荷低減に取り組む農林漁業者が作成する「環境負荷低減事業活動実施計画」を
都道府県が認定する制度です。

〇 令和８年３月末時点で、全国3万6,380の経営体が認定を受け、うち秋田県では252の経営体が県知事の認定を受けています。

10

都 道 府 県

・農林漁業者
・農林漁業者団体

（環境負荷低減事業活動実施計画を作成）

３号認定

計

画

認

定

の

申

請
認

定

沖縄県

栃木県
1,975
経営体

愛媛県
1,281

経営体
熊本県
2,455
経営体

みどり認定経営体数（都道府県別）

福井県
11,170
経営体

資料：「みどりの食料システム法に基
づく生産者の認定状況」を基に作成

  東北 経営体数

岩手県 4,746

宮城県 2,149

福島県 635

秋田県 252

山形県 152

青森県 130

資料：農林水産省「みどり通信」より

認定スキーム及び認定区分

土づくり、化学肥料・化学農薬の使用

低減の取組を一体的に行う事業活動

温室効果ガスの排出量の削減に資る事

業活動

その他の農林漁業に由来する環境への

負荷の低減に寄与する事業活動

１号認定

２号認定
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宣言文と大潟村で生産された有機米

令和５年４月４日、大潟村

役場で秋田県内第1号となる
「オーガニックビレッジ」の
宣言式が行われました。

式では髙橋浩人村長が、「地
域資源を活用した脱炭素、有
機肥料の製造、有機農業の推
進による『地域循環型農業』
を構築し、『住み継がれる元
気な大潟村-未来の子どもた
ちのために-』を実現する」
と宣言しました。

宣言文を読み上げる髙橋浩人大潟村長

大潟村は、2000年に「環境創造
型農業宣言」を行い、村全体で環
境に配慮した農業を展開し、減農
薬・減化学肥料栽培や有機栽培の
拡大に力を入れており、現在、水
稲を中心に約330haの有機栽培が
行われています。

髙橋村長は、「大潟村の農業が次
世代へしっかり継承出来るよう、
新たな農業を構築し、日本のモデ
ルとなるよう取り組みたい」と話
されていました。

〇 「オーガニックビレッジ」とは、有機農業の拡大に向けて、ほ場の団地化などの生産から学校給食の利用など消費まで一貫し
た取組を、農業者、事業者、地域内外の住民などの関係者が参画の下、地域ぐるみで進める市町村のことです。

〇 農林水産省では、オーガニックビレッジを令和７年（2025年）までに100市町村、令和12年（2030年）までに200市町村創出
することを目標に全国各地での産地づくりを推進しています。

・オーガニックビレッジ取組事例集（令和８年１月）より

秋田県のオーガニックビレッジ宣言市町村

背景・課題 2

主な取組内容

生産

有機ほ場の巡回や視察研修

講演会等の開催

乗用水田除草機を利用した実証試験

加工・流通・消費

学校給食への有機米の提供

村内外のイベントを活用した有機農産物のPR

村内産直センター等への有機農産物販売コーナーの設置

これまでの成果 5

　　有機農業の取組面積の拡大
　　　R４年度　312ha　→　R９年度　350ha
　　うち、米の面積
　　　R４年度　243ha　→　R９年度　255ha

今後の展望

有機栽培の理解を深める研修等を行いつつ、大潟村
のほ場条件にに合う水田駆動除草機の開発を早急に
進め、除草体系の確立を図り、安定して有機農業に
取り組める環境作りを目指す。

  令和４年　開始

大潟村は2001年（平成13年）に「環境創造型農業宣言」を行
い、環境に配慮した特別栽培や有機栽培の拡大に力をいれ
2023年（令和５年）にオーガニックビレッジ宣言を行った
が、労働者の高齢化と昨今の米価の高騰により有機栽培は
2008年（平成20年）頃と比べ半分以下となっている。有機農
業の拡大に向けては、新たな担い手の確保と重粘土質に対応
した乗用除草機の開発が急務となっている。

3

4

1

●

●

成果目標

実施体制　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　面積情報

　大潟村、大潟村農業協同組合、大潟村カントリーエレベーター公社　　　　　　 有機農業取組面積：297.7ha
　秋田県立大学、大潟村有機農業推進協議会、集出荷団体　等　　　　　　　　　 耕地面積に占める割合：2.6％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和５年時点）

         おおがたむら

   大潟村（秋田県）

 主な品目

●水稲

保育給食・学校給食へ有機米を提供し、安定的な消費
先を確保している。また、児童生徒たちの健康や地域
農業の学び、環境への関心向上に繋がっている。

【有機給食の実施回数】
 R4年度 12回 → R6年度 57回

●

●

●

●

重粘土質に強い乗

用水田除草機の実

証試験。

こども園、小中学

校の給食に有機食

材を提供。

村内農家を対象と

した有機栽培ほ場

の巡回視察。

11
・写真は秋田県拠点職員による撮影
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〇 農林水産省では、将来を担う若い世代の大学生や高校生等の個人・グループが「みどりの食料システム戦略」に基づいた活動
を実践する機会として「みどり戦略学生チャレンジ」を開催しています。「第２回みどり戦略学生チャレンジ（2025年度）」に
は、全国から387件の応募がありました。

〇 各地方ブロックでの審査を経て38チームが出場した全国大会の大学・専門学校の部において、秋田工業高等専門学校の「下水
処理水を活用した酒米栽培とその加工品の普及拡大を目指して～下水処理水の農業活用を当たり前の技術に～」が、GREEN×
EXPO 2027賞を受賞しました。

○ また、東北ブロックの高校の部において、秋田商業高等学校の「規格外野菜で秋田を元気に！～環境負荷低減と地域活性化を
目指して～」が、東北農政局次長賞を受賞しました。

資料：農林水産省HP「みどりの食料
システム戦略」より「みどり
戦略学生チャレンジ」

第2回学生チャレンジ受賞校
（秋田県）

秋田工業高等専門学校
（大学・専門学校の部）
GREEN×EXPO 2027賞

秋田商業高等学校
（高校の部）

東北農政局次長賞

第２回みどり戦略学生チャレンジ

12
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農 林 水 産 物 ・ 食 品 輸 出 プ ロ ジ ェ ク ト （ G F P ）

〇 GFPとは、 農林水産省が推進する日本の農林水産物・食品輸出プロジェクトです。
〇 農林水産物・食品の輸出を意欲的に取り組もうとする生産者・事業者等のサポートと連携を図る「GFPコミュニティサイ

ト」を立ち上げ、当該サイトに登録した者を対象に、農林水産省が輸出診断を行うことにより、サポートを実施します。
〇 また、輸出向けに生産・流通を転機とする大規模輸出産地の形成のため、都道府県やＪＡ、地域商社等が連携した体制整

備を支援するほか（大規模輸出産地モデル形成等支援事業）、海外の規制やニーズに対して継続的に輸出に取り組み、輸出
取組の手本となる産地を「フラッグシップ輸出産地」として認定しており、秋田県では肉牛、米の２産地が認定を受けてい
ます。

サービスの詳細

輸出診断・訪問診断
農林水産省がJETRO、輸出の専門家と共に、生産現場等に直接出向いて「輸出の
可能性」を無料で診断

訪問診断実施者フォローアップ
各登録者の課題解消に向けて、GFPビジネスパートナーマッチング・テスト輸出
等を通じてサポート

GFPコミュニティサイト
各登録者は商品やサービスのマイページでの発信やオンライン商談、気になる事
業者への直接コンタクトができる

交流会の開催
テーマ別（各地域・品目・業種等）のイベントを開催し、様々な事業者間交流・
きっかけづくりを創出

情報発信
現地情報、補助事業、優良事例などをセミナーの開催で発信します

グローバル産地づくり推進事業
輸出先国のニーズと規制等に対応し、積極的に戦略を持って輸出への取組を行う
産地形成を支援する事業です

Global Farmers /Fishermen / Foresters / 
Food Manufacturers Project

フラッグシップ輸出産地
品目 輸出産地 認定期

肉牛 秋田牛輸出促進コンソーシアム 第1回認定

米 秋田県農畜産物輸出促進協議会「グローバルリーチAKITA] 第3回認定

13



秋田県における輸出への取組事例

1414



秋田県における輸出への取組事例
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〇 GI制度は、その地域ならではの自然的、人文的、社会的な要因・環境の中で長年育まれてきた品質、社会的評価等の特性を有
する産品の名称を、地域の知的財産として保護するもの。外国との相互保護や模倣品対策の充実により、海外においても保護。

〇 ビジネスにおいては、地域と結びついた産品の品質、製法、評判、ものがたりといった潜在的な魅力や強みを見える化し、国
による登録やGIマークと相まって、効果的・効率的なアピール、取引における説明や証明、需要者の信頼の獲得を容易にするツ
ール。

16

秋 田 県 の Ｇ Ⅰ 登 録 の 現 状

＜秋田県内の登録及び公示一覧＞

大館とんぶり

（大館市）

あきた北農業協同組合

登録：H29年5月26日

ひばり野オクラ

（羽後町）

JAうご新成園芸組合

登録：H29年12月15日

松館しぼり大根

（鹿角市八幡平字
松館地区）

松館しぼり大根栽培組合

登録：H30年4月9日

いぶりがっこ

（秋田県）

秋田県いぶりがっこ

振興協議会

登録：R元年5月8日

＊令和８年３月25日現在の秋田県の状況：登録産品は６産品（全国で167産品）

大竹いちじく

（にかほ市）

大竹いちじくの会

登録：R2年3月30日

かづの牛

（鹿角市及び小坂町）

かづの牛振興協議会

登録：R7年1月30日

16

農林水産省HP：地理的表示保護制度（GI)登録産品一覧より

資料：写真は、農林水産省HP地理的表示保護制度（GI)登録産品一覧より引用 令和８年３月25日現在の秋田県の登録産品は６産品（全国で167産品）
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秋 田 県 の ス マ ー ト 農 業 の 推 進

資料：令和7年12月開催「スマート農業推進フォーラム2025in東北」
秋田県農林水産部農林政策課資料より抜粋

秋田県におけるスマート農業の推進 スマート農業技術の普及に向けた取組

スマート農業技術の研究開発 スマート農業技術の導入状況

○農業生産現場での「作業の効率化」「省人化」「単収の向上」等を促進

○効率的な生産体制づくりに向けたスマート農業技術関連の研究を加速化

○スマート農業に関する情報の整理と現地実装の推進に向けた「秋田県ス
マート農業導入指針」を策定

○スマート農機の目安となる下限面積や費用対効果の情報提供

○補助事業を活用したスマート農機の導入支援

17



18資料：農林水産省HP「生産方式革新実施計画の認定状況について（令和８年３月24日時点）

〇 農林水産省では、スマート農業の実現に向けた様々な施策の一つとして、新たな計画認定制度「スマート農業技術活用促
進法」を令和６年10月に施行しました。

〇 県内では令和７年６月に株式会社相川ファーム、同年９月に有限会社折林ファーム、同年12月に合同会社あかたんぼが、
スマート農業技術の活用と新たな生産方式の導入をセットで行い、生産性を向上させる生産方式革新実施計画の認定を受け
ています。

・対象品目：水稲
・スマート農業技術：収量計測機能付き

コンバインと栽培管理システム
・新たな生産方式：営農指導員を通じた

他の生産者とのデータ共有・分析によ
る、ほ場ごとの適正施肥等の実施

・促進事業者：（サービス事業者）双日由
利農人株式会社

・対象品目：たまねぎ
・スマート農業技術：自動操舵トラクター
・新たな生産方式：セット球栽培面積割合

の拡大による作期分散
を通じた機械稼働面積
の拡大

・対象品目：水稲
・スマート農業技術：栽培管理システム
・新たな生産方式：他の生産者とのデー

タ共有・分析による
ほ場ごとの適正施肥
等の実施

生産方式革新実施計画の認定

18
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〇 農林漁業の６次産業化とは、農林漁業者（１次産業）と２次産業（工業・製造業）・３次産業（販売・サービス業）との総合
的かつ一体的な推進を図り、農山漁村の豊かな地域資源を活用した新たな付加価値を生み出す取組です。

〇 秋田県内では、６次産業化・地産地消法に基づく総合化事業計画の認定事業者が、63件あります。

秋 田 県 の ６ 次 産 業 化 に 取 り 組 む 農 林 漁 業 者

【所在地】
  〇付き数字は総合化事業計画の事業内容の区分
  ①：加工・直売、②：加工、③：加工・直売・レストラン、

④：加工・直売・輸出、⑤：輸出

【八峰町】１
①日本白神水産株式会社

【北秋田市】３
①農事組合法人坊沢営農組合
①有限会社栄物産
①株式会社しらかみファーマーズ

【鹿角市】３
③農事組合法人したかわら
①農事組合法人大里ファーム
①農事組合法人八幡平養豚組合

【仙北市】３
①合資会社エコニコ農園
④ランドクリエイト株式会社
①農業生産法人有限会社北浦郷

【大仙市】８
①農事組合法人エコファーム
①有限会社内小友ファーム
③神岡縄文農園株式会社
①有限会社高関上郷農場
①農業生産法人有限会社井上農産
①農事組合法人たねっこ
③秋田おばこ農業協同組合
①東商株式会社

【羽後町】４
①農事組合法人こまち野
①佐藤 金市
①有限会社モコ
①有限会社ゆめ企画須藤健太郎商店

【美郷町】４
③農事組合法人美郷サンファーム
①農事組合法人大畑ファーム
①株式会社秋田食産
①すまっこふぁーむ 梅川 尚季

【横手市】４
①農事組合法人大沢サンファーム
①株式会社だいごの丘
⑤秋田屋株式会社
①農事組合法人山楽里

【能代市】４
①株式会社白神手づくり田舎くらぶ
①農事組合法人能代グリーンファーム常盤
③鶴形そば製造加工株式会社
①株式会社佐藤ファーム

【湯沢市】１
①株式会社相川ファーム

【大館市】５
①有限会社ナチュラルファーマーズ
①農事組合法人立花ファーム
④農事組合法人合同会社ホサナ企画
①あきた北農業協同組合
①でんろく 田中伸夫

【由利本荘市】３
④農事組合法人新田水稲生産組合
①田口 藤樹
①有限会社折林ファーム

【秋田市】４

①株式会社四季彩
①農業生産法人合同会社大地
③株式会社上新城ノーザンビレッジ
①有限会社まこと農産

【潟上市】３
①伊藤 公男
①株式会社アグリサポート湖東
①秋田グリーンサムファーム株式会社

【大潟村】４
①株式会社大潟村あきたこまち生産者協会
②株式会社ベジタブルスタイル
①株式会社ネピュレ東北
④株式会社大潟村あきたこまち生産者協会

【八郎潟町】１
①コダマ農場小玉功

【三種町】３
①お菓子工房スフレ
①株式会社あきた白神食品
③秋田やまもと農業協同組合

【にかほ市】２
①株式会社鳥海フォス
①株式会社秋田鳥海夢農場

【五城目町】３
①有限会社アグリ
①あきた湖東農業協同組合
②株式会社渡彦農醸
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農 福 連 携 の 推 進

〇 農福連携とは、農業と福祉が連携し、障害者の農業分野での活躍を通じて、農業経営の発展とともに、障害者の自信や生きが
いを創出し、社会参画を実現していく取組です。

〇 農福連携に取り組むことで、障害者等の就労や生きがいづくりの場を生み出すだけでなく、担い手不足や高齢化が進む農業分
野において、新たな働き手の確保につながる可能性もあります。

20
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ノウフク・アワード2025 フレッシュ賞

秋田県における農福連携の取組事例
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ノウフク・アワード2025 チャレンジ賞

秋田県における農福連携の取組事例
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秋田県における農福連携の取組事例

行い、産直サイト等で販路を拡大。６次産業化を進めている。
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〇 棚田地域は、農産物の供給にとどまらず、国土の保全、水源の涵養、生物の多様性の確保その他の自然環境の保全、良好な景
観の形成、伝統文化の継承等の多面にわたる機能を有しています。他方で、棚田の保全には、その地形的な不利性等から多大な
コストを要するのが実情であり、農業の担い手の減少、高齢化の進展もあいまって、棚田が荒廃の危機に直面している地域もあ

   ります。
〇 農林水産省では棚田地域の振興に関する取組を積極的に評価することで、棚田地域の活性化や棚田の有する多面的な機能に
対するより一層の理解・協力の促進を図ることを目的として、令和３年度に「つなぐ棚田遺産～ふるさとの誇りを未来へ～」
を実施し、優れた棚田271地区を選定しました。

〇 秋田県においては、国土の保全・水源の涵養などの取組が評価され、「藤里町の横倉棚田」が県内で唯一選定されています。

24

秋 田 県 の つ な ぐ 棚 田 遺 産 と 指 定 棚 田 地 域

棚田カード

農林水産省では棚田地域の振興に関す
る取組を積極的に評価することで、棚
田地域の活性化や棚田の有する多面的
な機能に対するより一層の理解・協力
の促進を図ることを目的として、令和
３年度に「つなぐ棚田遺産～ふるさと
の誇りを未来へ～」を実施しの様々な
はたらき
1農産物の供給
２国土の保全

土砂崩れの未然防止・地滑り防止
３水源の涵養
4自然環境の保護
5良好な景観の形成
6伝統文化の継承

現在271の認定

所在地：秋田県山本郡藤里町藤琴字横倉地内

令和８年５月に行われた白神ぶなっこ教室、
棚田オーナーメンバーらによる田植え風景

田植え体験参加者らによる記念撮影

令和７年の稲刈り体験は、熊の
出没が相次ぎ参加者の安全を考
慮し中止となりました

山あいに広がる棚田風景 24・写真は秋田県拠点職員による撮影
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ジビエ処理加工施設名簿（令和7年４月１日現在）

ジビエ処理加工施設名簿
（令和７年４月１日現在）

令和５年度 野生鳥獣の作物別被害割合（秋田県）

ジビエ処理加工施設名簿（令和７年４月１日現在）（農林水産省）

※令和6年に野生鳥獣被害関係について県水田総合利用課
から自然保護課に業務移管したため、令和6年以降HP未
更新。（現在制作中）

秋 田 県 に お け る 野 生 鳥 獣 に よ る 農 作 物 被 害 と ジ ビ エ の 処 理 加 工 施 設

〇 令和５年度の野生鳥獣による農作物被害額は１億円を突破。被害額の増加はツキノワグマの異常出没によるもので、被害額
全体の約８割を占めています。

〇 作目別では、果樹の被害が全体の約８割を占め、次いで野菜、水稲と続いています。
〇 ジビエ処理加工施設は、秋田県内で３カ所あります。

単位：千円

令和元年 ２年 ３年 ４年 ５年

ツキノワグマ 10,985 11,588 11,348 3,566 128,023

カラス 6,725 6,423 6,811 7,032 12,379

イノシシ 1,175 2,719 4,106 3,506 9,513

ヒヨドリ 3 85 235 215 6,575

サル 5,179 2,854 4,609 2,151 2,589

ムクドリ 30 387 85 85 2,147

シカ 125 494 394 853 211

その他 5,396 5,506 6,555 5,726 5,214

合　計 29,618 30,056 34,143 23,134 166,651

令和５年度　野生鳥獣による農作物被害額（秋田県）

果樹

79%

野菜

8%

水稲

8%

豆類

2%

その他

3%

作物別
被害割合

100%

資料：令和５年度 野生鳥獣の農作物被害の発生状況について（秋田県）

資料：令和５年度 野生鳥獣の農作物被害の発生状況について（秋田県）

小計 クマ アナグマ 鳥類 その他

頭・羽 頭 頭 頭・羽 頭 頭 羽 頭・羽

182,627 39,918 121,117 21,592 664 ･･･ 18,718 2,210

秋田 52 - 7 45 45 ･･･ - -

全国

令和５年度　鳥獣種類別の解体頭数・羽数

計 イノシシ
その他鳥獣

シカ

資料：令和５年度 食肉処理施設の解体実績等（農林水産省）

施設数 主な獣主

1 クマ

2 クマ

3 カモ

木村精肉店

マタギの台所　ウヘエ

大髙商店

施設所在地

秋田県北秋田市

秋田県北秋田市

秋田県能代市

施設名
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資料に関するお問合せ先

農林水産省東北農政局
秋田県拠点地方参事官室

  〒010-0951
    秋田県秋田市山王七丁目１番５号

TEL:018-862-5611（代表）
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